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研究情報の名称 地盤の変形・強度定数の推定と安定性の評価 
地盤の変形・強度定数を正確に評価することは困難な課題である。サンプリング試料を用いた室内
試験に基づく方法は、多くの時間と費用を必要とする。 
本研究は、簡便な原位置試験や現場計測結果から、地盤の変形・強度定数を推定する方法を与える。
現在までに、1）地盤の変形計測による弾性係数・ポアソン比の推定、2）圧密地盤での変形計測によ
る変形係数・ポアソン比・透水係数・モールクーロン強度定数の推定、3）地震波計測による変形係
数・減衰定数の推定、4）衝撃落下試験による変形・強度定数の推定、5）平板載荷試験・孔内鉛直載
荷試験・孔内水平載荷試験からの変形・強度定数の推定手法を開発している。今後さらに汎用的な原
位置試験から、地盤の変形・強度定数を推定する手法を開発する予定である。 
 次に、従来の地盤の安定性評価法は強度のみによる評価であり、地盤や構造物の変形や剛性を考慮
に入れた安定性の評価が困難であった。本研究は、斜面・基礎・擁壁などの一般的な地盤構造物を対
象として、材料の剛性や変形を考慮に入れた安定性評価を可能にした。この結果、1）補強土工法に
おける材料特性の評価、2）擁壁や土留め構造物の形状や変形の評価などが可能となり、提案される
種々の新工法を客観的に評価する手法が得られている。これらの評価は、常時だけでなく、地震時で
も適用できる。 
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